
NO 8

部門 マネジメント 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 （仮称）うめきた2期地区開発事業 所在地 大阪府大阪市北区

事業期間

376,200 ㎡

概評

大規模複合開発において、各種未利用エネルギーを積極的に活用し、街区全体で取り組むエリアエ
ネルギーマネジメントは先導的と評価した。多くの関係者によるエネルギーマネジメントモデルとなる
べく、着実な取り組みが展開されるとともに、実証結果の積極的な情報発信によって、波及・普及につ
ながることを期待する。

参考図

うめきた２期地区開発における
エネルギーマネジメントプロジェクト

株式会社関電エネルギーソリューション
関西電力株式会社

うめきた２期開発事業者ＪＶ

提案
概要

『「みどり」と「イノベーション」の融合拠点』をまちづくり方針とした大阪駅前の大規模複合開発におけ
るエネルギーマネジメントプロジェクト。最先端の環境技術や資源循環インフラ導入、街区間エネル
ギー融通を含むエリアエネルギーマネジメントにより、環境･防災性能が統合された次世代まちづくり
基盤の構築に貢献する。

事業
概要

2021年度～2024年度

設計者
株式会社日建設計・株式会社三菱地所設
計・株式会社竹中工務店・株式会社大林組

施工者
株式会社竹中工務店
株式会社大林組

用途
事務所　飲食店　ホテル　その他(展示
場、店舗、貸会議室)

延床面積

地域冷暖房コジェネバイオガス発電
小型バイオ

受変電設備
非常用発電機 帯水層蓄熱

電力需要 熱需要

最適運転 最適運転 最適運転最適運転

１次側
（供給側）

２次側
（需要側）

BEMSを使った省エネ管理

エリアエネルギーマネジメント

連携 連携連携

エネルギーサービス事業者
にて、需要に応じた最適
省エネ運転を実施

デマンド
最適化

発電 排熱発電 水蓄熱槽

冷房・暖房
街区間の熱融通

既存地冷との熱融通

冷房・暖房
給湯

非常時の
電力融通

・複数の事業者間での全体最適運用
・エネルギーデータの一元管理と目標設定
・PDCAサイクルによる環境負荷低減
・非常時のエネルギーBCP対応の実施

うめきた地域住民や来場者への普及啓発、大学の有識者を交えた効果検証を行い、広く発信

下水熱利用
地中熱利用

暖房
給湯

北街区・南街区・都市公園
エネルギーサービス事業者間で連携し、
開発事業者を中心としたエネマネ会議を実施

排熱

暖房
給湯

：提案対象設備
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